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大病院に通院する人産褥婦のみを対象 とする 「ママ ・
ベビー相談」 と,広 く一般女性 とその家族を対象とす

















校や引 きこもりの子 どもを持つ母親,自 分の性格や対
人関係,親 子関係の問題に悩む女性である。相談 に
よって問題 を整理 し,当面の方針を立てることで安心
感が高まり,状態が少 しずつ改善 してい くことが多
いo
【火曜 日】成人 ・更年期 ・老年期の様々な相談を助
産師 ・保健師 ・看護師 ・理学療法士が担当 している。
成人期の身体的問題,更 年期障害や生活習慣病による
心 身の問題,不 眠症や高齢者の健康 や体力づ くりな
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じてお り,ま た,ア ロマテラピーなど,リ ラクゼー
ションに心がけなが ら,幅広い領域の相談に対応 して
いる。









【木曜日】妊娠 ・出産に関わる妊婦 ・不妊 ・不育等
の相談 を助産師が担当している。相談内容は妊娠 ・分
娩 に関する思いや生活指導,不 育症,不 妊症,性 に関
する相談,女 性の健康に関する相談であ り,治療や検















期の心理的相談,療 育相談,お よび母乳 ・育児相談は
継続の割合が多いのに対 して,成 人(更 年期 ・老年




































女 性 の こ こ ろ と か らだの 相 談 室 に お け る相 談 料
「思 春 期 ・青 年 期 相 談 」,「生 活 習 慣 改 善 ・介 護 予 防 」,
「中 高 年 期 更 年 期 」,「リ ンパ 浮 腫 改 善」,「移 植 医 療 に 関 す
る相 談 」,「体 力 づ く り」,「療 育 相 談 」,「妊 婦 ・不 妊 相 談」,
「睡 眠 ・住 ま い相 談 」,「母 乳 ・育 児 相 談」 に係 る相 談 料
1回(1時 間)に つ き3,∞0円 ×1.05=3.,150円
1時 間 を超 え90分まで4,500円 ×1.05=4,725円
90分を越 え2時 間 まで6,000円 ×1.05言6,300円
訂 され,平成18年6月より有料を原則 として相談業務
を開始 した。現在,相 談室においては,1件 につき約
1時間を基本 として月曜か ら金曜 日の13時から16時の











め,相談内容 を把握 し,かつ適切な相談科 目に割 り振
れるよう,医学的知識を有する者の雇用を要望 し,保








4.お わ り に
開設からまる3年が経過 し,相談件数は平成16年度
では326件,平成17年度では331件で横ばい状態である
ので,院 内 ・院外に対する普及活動を継続 して推進す
る必要がある。 また,平成18年度6月 か らは相談料の






曜 日 時 間 相談科目 担当者 職 種 相談内容
思春期 ・青年期の心理的な諸問題について,じ っく
り時間をかけてお話を伺い,問 題点を整理 し,当面
月曜 日 13:00-16:00心 理 相 談 菅 佐和子 臨床心理士 の方針を見出すお手伝いをいたします。ご本人,ご家族および関係者の来談を歓迎いたします。但し,
誇 ぞ掛 嬰 赫 響犠 徽 ζセリング}ま
体力づ くり・













児相談 いることのご相談に応 じています。また,不 妊治療










小 西 紀 一 作業療法士 つ子 どもさんなど,主 に知的発達やコトバの発達,社会性の発達に遅れをもつお子さまに対し,感覚統
合理論にのっとってご相談に応 じています。
加 藤 寿 宏 作業療法士灘麟購欝離難
奎躍目 13:00-16:00療 育 相 談 する生活支援(日 常生活動作 ・遊びなど)の ご相談にも応 じています。
脳性麻痺,発達遅れ,重度複合障害など運動発達の
障害をもつお子さまが,座 る ・立つ ・歩 くなどの能
力を身につけることは,骨や筋肉の萎縮を防ぎ,体
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する相談 林 優 子 保 健 師瀬響纈難鍵諌繭植後順調に生活を送っていても問題が生じたり,心
配ごとや不安に一人で悩んでいらっしゃる方もある
と思います。どうぞお気軽 にご相談 ください。
一方,有料化に見合 うように,①パンフレットの作
成や視聴覚資料の活用を図るなどして相談内容の充実
や相談方法の工夫を行い,対 象のニーズに答える努力
を一層行 うこと,②母乳相談や リンパ浮腫相談に対す
るケアの実践のように,専 門的技術の的確 な提供と提
供技術の拡大ができるように被相談者の専門的技術力
の修練 を行 うこと,③対象者の相談に十分に答えられ
たか否かの客観的 ・主観的評価を行 うこと,などを積
極的に行っていく必要がある。
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